


図‐6は アメダス観測点の風配図、豪雨風向図と計算結果との比較である。計算結果を用いて、
その地点で上昇気流が生じているときの風向ごとの総吹送時間を累計、図化した。その結果を豪
雨風向図と比較した。

図‐4 上 昇気流分布

図_5 年 間降水量分布

実測の表雨風向図

6。 まとめ

アメダスデータを解析することによって、観測地点固有の風の吹きやすい方向の存在を確認し
た。豪雨が起こりやすい確率を表す、豪雨風向図を求めた。数値計算において上昇気流は 16時
頃にもっとも強くなり、夜間 ・早朝は非常に弱い。これは、昼間から夕方にかけて大気が不安定
になり、上昇気流が発達するからである。出地上空において明確な上昇域がみられた。降雨量の
多い地域では強い上昇域になっていることが多いことがわかった。
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